
 ［  南界堂通信第32号 編集後記 ］

こちらのHIV検査場はすべて無料・匿名です 大阪府版（2020年9月25日現在）

［ 吹田市 ］

中保健センター ◉
東大阪市岩田町4-3-22-300　☎072-965-6411

［ 東大阪市 ］

東保健センター ◉
東大阪市旭町1-1　☎072-982-2603

西保健センター ◉
東大阪市高井田元町2-8-27　☎06-6788-0085

第2・4月曜日／9時30分～11時

第3金曜日／9時30分～11時

第2・4水曜日／9時30分～11時

淀川区役所 保健福祉センター ◉
大阪市淀川区十三東2-3-3　☎06-6308-9882

北区役所 保健福祉センター ◉
大阪市北区扇町2-1-27　☎06-6313-9882

［ 大阪市 ］

中央区役所 保健福祉センター 
大阪市中央区久太郎町1-2-27　☎06-6267-9882

chotCAST
大阪市中央区東心斎橋1-7-30 21心斎橋ビル4階
火・木・土・日曜日／☎06-4708-5035
※いずれも検査実施時間帯のみ。

大阪検査相談・啓発・支援センター

月曜日／14時～15時30分
火曜日／9時30分～11時

火曜日／18時～20時（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎
木曜日★／18時～20時（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎
土・日曜日★／14時～16時00分（先着50名）
ＨＩＶ・梅毒・Ｂ型肝炎 
※土・日曜日は12時40分に整理券配布

月・金曜日／9時30分～11時
水曜日／14時～15時30分
第5金曜日／18時～20時

火・水・木◉／9時30分～11時
第１金曜日★（HIVのみ）／14時～15時

［ 枚方市 ］

毎週火曜日／10時～11時30分枚方市保健所 ◉
枚方市大垣内町2-2-2　☎072-807-7625

［ 大阪府 ］

第1・2火曜日／13時30分～14時30分池田保健所 ◉
池田市満寿美町3-19　☎072-751-2990

第2・4月曜日／10時～11時守口保健所 ◉
守口市京阪本通2-5-5（守口市庁舎8階） ☎０６-６９９３-３１３３

第1・3水曜日／13時30分～14時30分富田林保健所 ◉
富田林市寿町3-1-35　☎０７２１-２３-２６８３

和泉保健所 ◉
和泉市府中町6-12-3　☎0725-41-1342

第1・3火曜日／13時30分～14時30分岸和田保健所 ◉
岸和田市野田町3-13-1　☎072-422-6077

第1・2・4木曜日／10時～11時茨木保健所 ★
茨木市大住町8-11　☎072-624-4668

第1・3月曜日／9時30分～10時15分四條畷保健所 ★
四條畷市江瀬美町1-16　☎072-878-1021

毎週水曜日／9時30分～10時15分
（※第5週は実施なし）

藤井寺保健所 ★
藤井寺市藤井寺1-8-36　☎072-955-4181

第1・3月曜日／13時～14時泉佐野保健所 ★
泉佐野市上瓦屋583-1　☎072-462-7703

第2・4水曜日／9時30分～11時

◉ HIV検査と同時にクラミジア及び梅毒の検査も無料で出来る施設です。
★ 即日検査できる施設です。

マークの説明

＊通常の検査では一週間、即日検査はその日のうちに結果がわかります。

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

高槻市保健所 ◉
高槻市城東町5-7　☎072-661-9332

［ 高槻市 ］

毎週金曜日／9時30分～10時30分

※エイズの知識を深め、HIV検査に行ってみませんか?以下の検査施設では、無料・匿名でＨＩＶ検査を受ける事ができます。検査日時については各保健所へ直接ご確認ください。
※新型コロナウィルス等の影響により検査実施状況が変更になることがありますので、各保健所等へ直接お問い合わせください。
※道順等の詳細についても、各保健所等へ直接お問い合わせください。 

［ 豊中市 ］

第1火曜日・第3木曜日／13時～14時豊中市保健所 ★
豊中市中桜塚4-11-1　☎06-6152-7316

ＨＩＶ・梅毒

ＨＩＶ・梅毒

第1・3水曜日／9時30分～10時30分寝屋川市保健所 ◉
寝屋川市八坂町28-3　☎０７２-８２９-７７７３

［ 寝屋川市 ］

第2・4木曜日／9時30分～10時30分八尾市保健所 ◉
八尾市清水町1-2-5　☎072-994-6644（感染症担当）

［ 八尾市 ］

この資材は、令和2年度厚生労働省委託事業
「同性愛者等向けコミュニティセンターを活用した広報等一式」

事業費により制作されました。

発行：MASH大阪
〒530-0027 大阪市北区堂山町11-2 堂山山よしビル4F

☎＆　 06-6361- 9300
ht tps ://www.d is ta .osaka/
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季  刊

第32号

中
高
年
世
代
　 

の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
新
聞

エ
イ
ズ
対
策
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち

地
域
の
健
康
課
題
に

往
診
と
い
う
か
た
ち
で
応
え
る

歯
医
者
さ
ん
！

M
A
S
H
大
阪（
以
下
M
）：「
往
診

歯
科
」と
い
う
言
い
方
、
は
じ
め
て

耳
に
し
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
往
診
歯
科
を
名
乗
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

渡
邉
：
お
答
え
す
る
に
は
自
分
史

を
語
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

（
笑
）、
六
十
年
代
後
半
に
学
生
だ

っ
た
私
は
学
生
運
動
に
の
め
り
こ

み
、
そ
の
流
れ
で
卒
業
後
も
社
会

運
動
に
関
わ
り
、
医
学
・
歯
学
の

専
門
家
と
し
て
地
域
の
健
康
課
題

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

課
題
の
ひ
と
つ
に
、
港
湾
労
働
者

の
塵
肺
と
い
う
職
業
病
が
あ
り
、

鉱
物
・
金
属
の
粉
塵
で
塵
肺
に
な

っ
た
場
合
は
労
災
が
適
用
さ
れ
る

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
適
用
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
も

う
と
い
う
人
た
ち
が
七
十
年
代
の

後
半
、
南
大
阪
労
働
者
診
療
所
を

弁
天
町
で
立
ち
上
げ
、
私
も
最
初

は
検
査
技
師
と
し
て
、
の
ち
に
歯

科
医
と
し
て
か
か
わ
る
と
同
時

に
、
労
災
適
用
を
拡
大
す
る
運
動

に
も
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

揺らぐことのない信念と情熱を持
ち「生涯現役」という言葉がピッ
タリな渡邊先生。西成区で毎月
開催されている「HIVカフェ」にも
積極的に参加されています。ち
ょっとした勉強会や野宿者の相
談会にも使える会議室も兼ね備
えた立派なクリニックでした。

編集部のコメント

●熱中症対策にはこまめな水分補給と適度な塩分摂
取！「疲れてるな」と感じたら梅干を食べるように心がけ
ています。9月も残暑が続くとの予報なので皆さんもお
気を付けくださいね！（伴仲）

●勤務先の新型コロナ対策。仕事は試作品を扱うこ
とが多く出勤が必要のため、電車通勤をマイカー通勤
に変更しました。勤務先の駐車場を使用し、ガソリン
代も出ているとは言え、運転中は他の事ができないこ
とに効率がよくないと感じるこの頃です。（泰平）

●今号２面の「そらにじひめじ」の取材を担当しました。
新たな保護猫の「なっちゃん」（可愛い黒猫！）が先輩
の「はる」と同じスペースに棲み分けて共存していて、
これぞダイバーシティ空間と思いました（笑）（大畑）

●最近毎日のようにゴーヤを買ってきて、灼熱の季節
をなんとか乗り切ろうと朝晩食べてます。塩もみしてア
クを少し抜いたものを豆腐と合わせ、梅干しとポン酢
でいただきます。コロナ対策にもなってる、かな？（哲）

第2木曜日／9時30分～11時

吹田市保健所 ◉
吹田市出口町19-3　☎06-6339-2227

第2・3・4金曜日／9時30分～10時30分

た
。
実
際
、
港
湾
労
働
で
塵
肺
に

な
る
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
鉱
物
・

金
属
に
限
ら
ず
様
々
な
種
類
の
粉

塵
を
吸
う
こ
と
で
塵
肺
に
な
る
ケ

ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で

す
。

M
：
医
療
者
の
立
場
で
地
域
の
労

働
者
の
健
康
課
題
に
か
か
わ
っ
て

い
く
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
？

渡
邉
：
そ
う
で
す
ね
。
八
十
年
に

は
、
南
大
阪
労
働
者
診
療
所
で
働

き
な
が
ら
、
歯
科
保
健
研
究
会
と

い
う
N
G
O
を
立
ち
上
げ
、
歯
科

医
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
な
活
動
に
取
り
組
み
始
め
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
野
宿
者
を
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
す
る
歯
科
の
相

談
・
無
料
診
療
・
往
診
で
す
。

M
：
そ
の
場
合
、
診
療
は
ど
こ
で
？

渡
邉
：
相
談
現
場
や
ド
ヤ
で
す
。

三
畳
く
ら
い
の
狭
い
部
屋
で
診
察

す
る
の
は
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、

長
期
に
わ
た
っ
て
診
療
所
外
で
医

療
行
為
を
繰
り
返
し
行
う
の
は
い

か
が
な
も
の
か
と
い
う
声
が
行
政

か
ら
上
が
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ

な
ら
ば
、
と
い
う
の
で
十
年
前
に

立
ち
上
げ
た
の
が
こ
の
「
わ
た
な

べ
往
診
歯
科
」だ
っ
た
わ
け
で
す
。

M
：
な
る
ほ
ど
、
野
宿
者
の
人
た

ち
を
歯
科
医
と
し
て
支
援
す
る
た

め
に
「
往
診
歯
科
」
と
し
た
…

渡
邉
：
そ
う
な
ん
で
す
が
、
こ
の

名
称
に
は
歯
科
医
師
会
か
ら
ク
レ

ー
ム
が
つ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
囲
い
込
み
で
は
な
い
か
、

と
い
う
わ
け
で
す
。
し
か
し
時
代

の
変
化
は
速
く
、
今
で
は
野
宿
者

を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
す
る
事
業
所

が
た
く
さ
ん
で
き
て
い
ま
す
。
野

宿
者
の
多
く
は
生
活
保
護
を
受
け

て
い
き
ま
す
の
で
、
あ
る
意
味
安

定
し
た
事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
す
。

M
：
渡
邉
先
生
は
ず
い
ぶ
ん
前
か

ら
「
H
I
V
陽
性
の
方
も
診
ま
す

よ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
…

渡
邉
：
ざ
っ
く
り
と
し
た
判
断
で

す
が
、
私
た
ち
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
な
か
に
は
、
H
I
V
に
限
ら
ず
、

B
型
肝
炎
、
C
型
肝
炎
な
ど
、
何

ら
か
の
感
染
症
を
持
っ
て
い
る
人

が
お
よ
そ
三
十
人
に
ひ
と
り
く
ら

い
の
割
合
で
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に

個
別
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
全
員
が
何
ら
か
の

感
染
症
を
持
っ
て
い
る
と
想
定
し

て
感
染
予
防
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
プ
リ
コ
ー
シ
ョ

ン
の
考
え
方
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
ラ
ッ
プ
を
多
用

す
る
、
医
療
器
具
を
使
い
ま
わ
し

し
な
い
、
な
ど
で
す
。
H
I
V
に
つ

い
て
は
、
八
十
年
代
の
後
半
で
し

た
か
、
先
輩
医
師
の
つ
な
が
り
で

N
G
O「
H
I
V
と
人
権
・
情
報
セ

ン
タ
ー
」の
会
員
に
な
り
、
勉
強
し

ま
し
た
。
H
I
V
は
B
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
と
感
染
経
路
が
同
じ
で
感

染
力
は
ず
っ
と
弱
い
の
で
、
B
型

肝
炎
対
策
が
で
き
て
い
れ
ば

H
I
V
対
策
も
で
き
て
い
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
…

M
：
H
I
V
陽
性
の
方
が
気
軽
に

歯
科
医
の
門
戸
を
叩
け
る
状
況
に

は
至
っ
て
い
な
い
？

渡
邉
：
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
も

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
H
I
V
診
療
の
拠
点
病
院

（
国
立
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
、
大

阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
堺

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
等
々
）

と
連
携
し
て
歯
科
診
療
連
携
体
制

を
構
築
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
阪

府
歯
科
医
師
会
が
窓
口
と
な
っ

て
、
拠
点
病
院
に
通
院
し
て
い
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
個
別
の
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
理
想
は
、

す
べ
て
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
い

か
な
る
感
染
症
を
持
つ
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
で
も
受
け
入
れ
る
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
過

渡
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
位
置
づ
け

て
い
る
の
で
す
が
。
現
時
点
で
は
、

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
の

お
よ
そ
半
数
が
実
際
の
通
院
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

M
：
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●わたなべ往診歯科
557-0016　大阪市西成区花園北2丁目5-6
TEL : 06-6647-0034
URL: h t tp : //www.watanabe-ous ins ika .com/

「HIVカフェ」
(ロカボ食べながらHIVを知る会)
ht tps : //ameb lo . jp/cnn2019

第1水曜日／13時30分～15時00分ちぬが丘保健センター ◉
堺市堺区協和町3-128-4　☎072-241-6484

第4木曜日／13時30分～15時00分美原保健センター ◉
堺市美原区黒山782-11　☎072-362-8681

中保健センター ◉
堺市中区深井沢町2470-7（中区役所内） ☎072-270-8100

第4火曜日／9時30分～11時東保健センター ◉
堺市東区日置荘原寺町195-1（東区役所内） ☎072-287-8120

西保健センター ◉
堺市西区鳳東町6丁600☎072-271-2012

第3水曜日／9時30分～11時南保健センター ◉
堺市南区桃山台1-1-1（南区役所内）  ☎072-293-1222

第2火曜日／9時30分～11時北保健センター ◉
堺市北区新金岡町5-1-4（北区役所内）  ☎072-258-6600

堺保健センター ◉
堺市堺区甲斐町東3-2-6（保健医療センター内） ☎072-238-0123

サンスクエア堺
堺市堺区田出井町2-1サンスクエア堺B棟地下1階　第5会議室
☎072-222-9933（堺市保健所 感染症対策課（開庁時間のみ））

奇数月・第3水曜日
18時30分～20時（先着20名）

堺市保健医療センター1階 ★
堺市堺区甲斐町東3-2-6（保健医療センター内）  ☎072-222-9933

偶数月・第4木曜日/10時～11時（先着20名）

第1火曜日／9時30分～11時

第3月曜日／9時30分～11時

［ 堺市 ］

西
成
区
を
拠
点
に
外
来
診
療
の
み
な
ら
ず

往
診
に
も
取
り
組
む「
わ
た
な
べ
往
診
歯
科
」の

渡
邉
充
春
先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

じ
ん
ぱ
い

渡
邉
充
春
先
生

わ
た
な
べ　
　
　
み
ち
は
る

1 面 8 面南 界 堂 通 信 南 界 堂 通 信［ 秋 号 ］ 2020年 9月25日発行 ［ 秋 号 ］ 2020年 9月25日発行



中高年ＭＳＭと暮らし

新
型
コ
ロ
ナ
…
第
二
波（
？
）の
中
で

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た

d
i
s
t
a
の
新
た
な
取
り
組
み

　

三
月
中
旬
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
大

阪
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
d
i
s
t
a
を
利
用
す
る
人

や
M
A
S
H
大
阪
の
活
動
に
関
わ

る
人
の
中
に
は
、
基
礎
疾
患
を
抱

え
る
人
も
少
な
く
な
く
、
専
門
家

会
議
の
報
道
発
表
資
料
や
政
府
・

自
治
体
か
ら
の
外
出
自
粛
要
請
も

ふ
ま
え
る
と
、
健
康
と
安
全
の
確

保
を
最
優
先
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
深
夜
か
ら
朝
ま
で
の

人
通
り
も
多
い
堂
山
町
、
休
日
の

外
出
や
複
数
の
人
が
集
ま
る
機
会

も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
d
i
s
t
a
は

四
月
四
日
（
土
）
か
ら
臨
時
休
館
と

な
り
ま
し
た
。

　

前
回
も
取
り
上
げ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
の
は

八
月
で
す
が
、
夏
場
で
も
感
染

の
拡
大
が
続
き
、
「
第
二
波
」

と
の
声
も
。

　

た
だ
、
先
の「
第
一
波
」と
は
違

う
の
は
、
感
染
が
増
え
て
い
る
の

は
主
に
若
年
層
で
、
無
症
候
や
軽

症
が
多
い
と
い
う
こ
と
。
重
症
化

し
や
す
い
高
齢
者
へ
の
感
染
に
注

意
し
つ
つ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
実

像
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

前
回
も
触
れ
た「
ク
ラ
ス
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
市
中
感
染

が
増
え
て
い
く
中
で
、
ク
ラ
ス
タ

ー
の
追
跡
の
限
界
も
言
わ
れ
始
め

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
ク
ラ
ス
タ

ー
の
研
究
者
で
あ
る
西
浦
博
・
北

大
教
授
の
ネ
ッ
ト
記
事
で
の
「
一

般
の
人
」
に
は
感
染
が
広
が
っ
て

い
な
い
と
し
て
、「（
感
染
経
路
は
）

港
区
の
繁
華
街
な
ど
に
集
積
し
た

感
染
者
ば
か
り
で
す
。
性
的
に
男

性
同
士
の
接
触
が
あ
る
人
も
多

い
」と
の
発
言
は
批
判
を
呼
び
ま

し
た
（
西
浦
氏
は
Tw
i
t
ter
で
発

言
を
謝
罪
）。

　

少
し
遡
り
ま
す
が
五
月
に
は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

　

休
館
中
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
中
心

に
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
d
i
s
t
a
」と
銘
打
っ

て「
Z
o
o
m
」や「
ツ
イ
キ
ャ
ス
」

を
用
い
た
動
画
配
信
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
五
月
二
十

五
日（
月
）の
緊
急
事
態
宣
言
解
除

に
合
わ
せ
て
、
五
月
二
十
七
日

（
水
）か
ら
開
館
時
間
短
縮
と
い
う

形
で
d
i
s
t
a
も
再
開
、
感
染
症

拡
大
防
止
の
対
策
を
取
り
な
が
ら

六
月
十
日（
水
）以
降
は
通
常
通
り

の
開
館
時
間
で
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
大
き
な
変
更
点
と
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
d
i
s
t
a

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
に

「
d
i
s
t
a
利
用
者
カ
ー
ド
」を
発

行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
図

１
）
大
阪
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
中
、

ゲ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
団
結
し
て

対
策
に
あ
た
る
こ
と
を
目
的
に
作

成
し
た
も
の
で
す
。
も
し
感
染
が

分
か
っ
た
場
合
に
は
利
用
者
カ
ー

ド
に
あ
る「
番
号
」を
連
絡
し
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
の
際
、
個
人
を
特

定
す
る
事
は
も
ち
ろ
ん
、
名
前
や

住
所
、
連
絡
先
な
ど
の
個
人
情
報

を
お
伺
い
す
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
連
絡
し
て
い
た
だ
い
た「
番

号
」を
確
認
し
、
行
政
・
医
療
専

門
家
の
意
見
を
元
に
濃
厚
接
触
が

考
え
ら
れ
る
日
時
や
時
間
帯
を
特

定
し
、
d
i
s
t
a
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
通
じ
て
、「
〇
月
〇
日
〇
時

〜
〇
時
に
d
i
s
t
a
の
利
用
者
の

方
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
と
の
ご
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
該
当
の
日
時
に
利
用

さ
れ
た
方
で
、
感
染
の
不
安
が
あ

る
方
は
健
康
状
態
に
ご
留
意
下
さ

い
」と
い
う
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で「
番
号
」を
公

表
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

安
心
下
さ
い
。

　

そ
し
て
d
i
s
t
a
再
開
と
共
に

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
い
ろ
い
ろ
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

二
ヶ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
て
い
る
H
I
V
＆
梅
毒
の

無
料
匿
名
検
査
会
「
d
i
s
t
a
で

ピ
タ
ッ
と
ち
ぇ
っ
く
ん
」
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。
五
月
に
開
催
予
定

だ
っ
た
検
査
会
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
再
始
動
す
る
に
あ
た
り

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
沿
っ
た
ス

タ
イ
ル
に
見
直
し
て
、
誰
も
が
安

心
し
て
検
査
を
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
大
阪
市
保
健
所
の
方
々
と
協

議
を
重
ね
た
上
で
再
開
と
な
り
ま

し
た
。（
図
2
）の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
な
が
ら
今
年
度
は
奇
数
月
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

d
i
s
t
a
で
は
多
種
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
本
誌
で
も
度
々
ご
紹
介

し
て
き
た
「
木
曜
日
の
オ
ト
リ
ヨ

セ
」。
d
i
s
t
a
に
集
ま
っ
て
ご

飯
を
食
べ
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い

と
語
り
合
う
と
い
う
趣
旨
で
開
催

さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
度

内
の
開
催
を
断
念
し
ま
し
た
。
飲

食
を
す
る
際
に
は
ど
う
し
て
も
マ

ス
ク
を
外
す
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

だ
け
で
飛
沫
感
染
の
リ
ス
ク
が
上

が
り
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、
こ
れ
を
機
に
誕
生

し
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
動
画
配
信
型
の
イ
ベ
ン
ト「
木

曜
日
の
d
i
s
t
a
ブ
ロ
ー
ド
キ

ャ
ス
ト
配
信（
通
称
、「
木
曜
日
の

d
キ
ャ
ス
」）」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
d
i
s
t
a
に
集
ま
っ
て
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
必
然
的

に
密
な
空
間
を
作
り
出
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
こ
の
動
画
配
信

型
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
自

宅
の
P
C
や
お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ

か
ら
d
i
s
t
a
に
繋
が
る
こ
と

が
出
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
や
天
候
に
左
右
さ
れ

る
事
な
く
楽
し
め
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ゲ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、

d
i
s
t
a
で
開
催
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
、
な
ど
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
配
信
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
過
去
の
配

信
映
像
も
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
ご
覧

頂
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
配
信
日

の
木
曜
日
に
見
逃
し
て
し
ま
っ
て
も

後
か
ら
で
も
楽
し
め
ま
す
。「
d
キ

ャ
ス
」ス
タ
ッ
フ
も
手
探
り
な
状
態

か
ら
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
点
も
含
め
て
共
に
お
楽

し
み
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

図2

図1

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の予防を講じながら
今年度は奇数月に開催予定

dista利用者カード

 https://twitcasting.tv/dista_be/
木曜日のdキャス

毎週木曜日20時から配信中!

追っかけ
エイズ
番外編

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
様

々
な
団
体
・
個
人
が
新
型
コ
ロ

ナ
に
関
し
て
政
府
等
へ
の
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
順
に
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

●
五
月
十
四
日
、「
一
般
社
団
法
人

M
a
r
r
i
a
g
e　
F
o
r 　
A
l 

l 　
J
a
p
a
n 

‒

結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」

が
内
閣
総
理
大
臣
等
宛
に
、「
救
急

搬
送
、
P
C
R
検
査
の
実
施
や
結

果
の
告
知
、
入
院
や
治
療
方
針
の

説
明
・
同
意
・
決
定
な
ど
の
場
に

お
い
て
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
法

律
上
の
夫
婦
と
同
じ
よ
う
に
家
族

と
し
て
扱
う
こ
と
」「
政
府
や
地
方

自
治
体
が
行
う
援
助
や
助
成
制
度

に
お
い
て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
家

族
が
性
的
指
向
や
性
自
認
を
理
由

に
、
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
」「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
感
染

者
や
感
染
ル
ー
ト
の
調
査
・
情
報

の
公
表
な
ど
を
す
る
際
に
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
差
別
・
偏

見
を
助
長
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
」等
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

●
五
月
十
五
日
、「
エ
イ
ズ
対
策
に

携
わ
っ
て
き
た
市
民
団
体
、Ｈ
Ｉ
Ｖ

陽
性
者
、
研
究
者
有
志
グ
ル
ー
プ
」

が
、
厚
生
労
働
省
宛
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
（
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｈ
大
阪
の
塩
野
代
表
も
連
名
）。

　
「
本
感
染
症
の
感
染
者
、
患
者
、

家
族
及
び
、
そ
の
医
療
を
担
う
医

療
者
に
対
し
て
、
理
不
尽
な
偏
見

や
差
別
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

し
て
、
次
の
五
つ
の
要
望
事
項
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

❶
H
I
V
／
エ
イ
ズ
の
予
防
対
策

や
治
療
へ
の
影
響
の
現
状
把
握
と

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
が
長
期
化
す
る
場
合
へ
の

対
策
を
準
備
す
る
こ
と

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
及
び
そ
の
周
囲
の
人
々
の

人
権
を
守
り
、
差
別
・
偏
見
を
な

く
す
べ
く
手
段
を
つ
く
す
こ
と

❹
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
等
で
の
個
人

情
報
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
市
民

と
の
合
意
形
成
を
重
視
し
、
常
態

化
を
避
け
る
こ
と

❺
社
会
に
お
い
て
脆
弱
性
を
も
つ

人
々
の
背
景
に
配
慮
し
、
当
事
者

参
加
型
に
よ
る
啓
発
・
支
援
の
対

策
を
構
築
す
る
こ
と

●
五
月
二
十
一
日
、
複
数
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
活
動
家
等
の
連
名
で
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
報
道
と
I
T
の
利
用
に
関
す
る

緊
急
要
望
書
」が
、
内
閣
府
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
協
会
宛
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
韓
国
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
で
陽
性
と

判
定
さ
れ
た
方
が
、
ゲ
イ
ク
ラ
ブ

（
ゲ
イ
バ
ー
）
を
訪
問
し
て
い
た
と

い
う
報
道
を
契
機
と
し
て
、

S
N
S
を
中
心
に
、
同
性
愛
者
に

対
す
る
バ
ッ
シ
ン
グ
が
過
熱
し
て

い
る
」
と
い
う
状
況
も
紹
介
し
て
、

「
断
片
的
な
情
報
が
不
必
要
に
表

面
化
す
る
こ
と
で
、
当
人
が
実
際

に
性
的
指
向
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
性
的
指
向
に
関
す
る
い
じ

め
や
嫌
が
ら
せ
を
誘
発
す
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
ま
す
」
な
ど
と
し
て
、

報
道
関
係
と
政
府
に
対
し
て
要
請

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
等
の
人
権
侵
害
の
可
能
性

を
懸
念
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
の
生
活
が

長
期
化
す
る
中
で
、
こ
う
い
っ
た

問
題
が
起
き
る
お
そ
れ
は
な
い
の

か
、
注
視
し
て
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
誌
二
十
八
号
で
も
取
り
上
げ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「
そ
ら
に
じ
ひ
め

じ
」。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
ほ
か
、
生
活
に
困
っ

て
い
た
り
心
の
病
を
抱
え
た
り
し
て
い

る
人
、「
ひ
き
こ
も
り
」
に
悩
ん
で
い
る

人
な
ど
い
ろ
ん
な
人
達
が
、
自
由
に
集
ま
り
交
流
で
き

る
場
所
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
暫
く
お
休
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
が
、
八
月
、
感
染
対
策
の
観
点
か
ら
も
よ
り
広
い
場

所
を
求
め
て
、
二
軒
隣
に
お
引
っ
越
し
し
て
新
規
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

聞
け
ば
、
元
美
容
室
と
の
こ
と
で
、
奥
に
は
キ
ッ
チ

ン
、
シ
ャ
ワ
ー
も
。
二
階
も
広
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
講

演
会
と
か
イ
ベ
ン
ト
も
出
来
そ
う
。
二
匹
目
の
保
護
猫

も
登
場
。
一
匹
目
が「
は
る
」な
の
で
、
二
匹
目
の
名
前

は「
な
っ
ち
ゃ
ん
」
だ
そ
う
で
す
（
笑
）。

　

地
域
の
い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
れ
る
拠
点
と
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
、
と
切
に
思
い
ま
し
た
。

「そらにじひめじ」が新規オープン！

なっちゃん

はる
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ア
ラ
フ
ォ
ー
か
ら
ア
ラ
カ
ン
世
代
の
皆
さ
ま
、

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
！ 

「
あ
る
あ
る
」「
ド
キ
ッ
！
」「
ア
ラ
や
だ
ー…

」

と
い
っ
た
中
高
年
世
代
に
ド
ン
ピ
シ
ャ
な
内
容
を
、

年
齢
や
個
性
も
バ
ラ
バ
ラ
な
作
家
さ
ん
た
ち
が

４
コ
マ
漫
画
で
つ
づ
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
T
O
R
U
さ
ん
の
作
品
で
す
！

M
A
S
H
大
阪
（
以
下
M
）
：

（
初
め
て
ラ
ブ
ホ
に
入
っ
た
風
で
）

ま
あ
、
な
ん
て
フ
ァ
ン
シ
ー
な
お
部

屋
だ
こ
と
！
ラ
ブ
ホ
っ
て
い
う
と
昭

和
な
内
装
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
け

れ
ど
、
こ
こ
は
ひ
と
味
違
い
ま
す

ね
。
ど
の
部
屋
も
こ
ん
な
カ
ン
ジ
な

ん
で
す
か
？

徳
原
：
い
え
、
部
屋
は
ひ
と
つ
ひ

と
つ
違
う
ん
で
す
。
ノ
ン
ケ
の
顧
客

さ
ん
は
ラ
ブ
ホ
に
非
日
常
を
求
め

る
の
で
、
ト
レ
ン
ド
を
意
識
し
つ

つ
、
私
が
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
考
え
て
ま
す
。

M
：
な
る
ほ
ど
。
今
回
お
伺
い
し

た
の
は
、
『
い
く
ナ
ビ
』
に
広
告
を

新
世
界
の
老
舗
ラ
ブ
ホ
が
熱
い
？！

出
さ
れ
た
の
で
、
一
度
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
っ
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、

そ
も
そ
も
な
ぜ
『
い
く
ナ
ビ
』
に
広

告
を
出
そ
う
と
？

徳
原
：
私
が
父
親
か
ら
こ
の
ホ
テ

ル
の
経
営
を
引
き
継
い
で
二
十
年
に

な
る
ん
で
す
が
、
お
客
様
の
半
分
は

ゲ
イ
の
方
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
ノ
ン

ケ
の
カ
ッ
プ
ル
さ
ん
五
割
、
ゲ
イ

カ
ッ
プ
ル
五
割
の
バ
ラ
ン
ス
は
今
後

も
保
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
最
近
入
っ
て
き
た
若
い

社
員
が
S
N
S
や
地
域
の
メ
デ
ィ

ア
に
詳
し
く
て
、
デ
ザ
イ
ン
も
で
き

る
の
で
、
そ
れ
で
『
い
く
ナ
ビ
』
の

こ
と
を
知
っ
て
、
広
告
を
出
し
て
み

よ
う
と
。

M
：
な
る
ほ
ど
。
も
と
も
と
顧
客

の
半
分
は
ゲ
イ
カ
ッ
プ
ル
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
ゲ
イ
カ
ッ
プ
ル
と
ノ
ン
ケ

カ
ッ
プ
ル
っ
て
な
に
か
違
い
は
あ
り

ま
す
か
？

徳
原
：
私
ど
も
に
と
っ
て
は
、
ゲ

イ
カ
ッ
プ
ル
の
方
と
い
う
の
は
上

客
な
ん
で
す
。
お
支
払
い
の
際
に

ト
ラ
ブ
る
こ
と
が
度
々
あ
る
ん
で

す
が
、
ゲ
イ
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
、

そ
れ
が
な
い
。
あ
と
ク
レ
ー
ム
も

な
い
。
ク
ス
リ
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル

も
な
い
。
昔
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
女
装
の
方
が
お
客
さ
ん
と
一
緒

に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
る
と
き
、
女
装
の
方
が
支
払

う
段
階
に
な
っ
て
「
お
金
が
な

い
っ
！
」
っ
て
こ
と
に
な
っ
た
。
す

る
と
女
装
の
方
た
ち
の
元
締
め
み

た
い
な
方
が
飛
ん
で
き
て
、
「
ス
ミ

マ
セ
〜
ン
、
若
い
者
が
粗
相
し
ま
し

て
」
と
言
い
な
が
ら
払
っ
て
い
か
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
「
女
装
の

人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
た
い
な

も
の
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
」
と
そ
の
と

き
思
い
ま
し
た
ね
。
最
近
は
女
装
の

方
の
利
用
が
減
り
気
味
な
の
で
、

フ
ツ
ー
の
ゲ
イ
カ
ッ
プ
ル
の
方
た

ち
に
も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

M
：
こ
の
ホ
テ
ル
独
特
の
サ
ー
ビ

ス
っ
て
、
な
に
か
あ
り
ま
す
か
？

徳
原
：
そ
う
で
す
ね
、
ひ
と
つ

は
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
コ
ン
ド
ー

ム
と
ロ
ー
シ
ョ
ン
を
置
い
て
い
る

の
は
ラ
ブ
ホ
と
し
て
は
あ
た
り
ま

え
で
す
が
、
風
呂
場
に
ロ
ー
シ
ョ

ン
を
置
い
て
い
る
の
は
珍
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

M
：
お
風
呂
場
で
ロ
ー
シ
ョ
ン
っ
て

い
う
と
…
…

徳
原
：
マ
ッ
ト
プ
レ
イ
用
な
ん

で
す
。

M
：
あ
、
な
る
ほ
ど
…
…

徳
原
：
も
う
ひ
と
つ
珍
し
い
の

は
、
食
事
を
無
料
で
提
供
し
て
い

る
こ
と
か
な
？

M
：
え
っ
、
無
料
で
？

徳
原
：
そ
う
な
ん
で
す
、
新
世

界
は
意
外
に
夜
が
早
い
の
で
、

ガ
ッ
ツ
リ
系
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

ス
イ
ー
ツ
ま
で
幅
広
く
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

M
：
そ
う
い
え
ば
、
新
世
界
の
ゲ
イ

バ
ー
で
も
し
っ
か
り
食
事
を
出
す

と
こ
ろ
が
多
い
印
象
が
あ
っ
て
、

新
世
界
の
文
化
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
で
も
堂
山
の
ラ
ブ
ホ
で

も
、
無
料
じ
ゃ
な
い
け
ど
食
事
を

出
す
と
こ
ろ
は
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
大
阪
の
文
化
と
い
う
べ
き
？

徳
原
：
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ

か
の
土
地
で
は
聞
か
な
い
で
す
ね
。

M
：
徳
原
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
世

界
と
い
う
の
は
ど
ん
な
街
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

徳
原
：
住
ん
で
い
る
人
と
サ
ー
ビ

ス
業
・
観
光
業
で
働
い
て
い
る
人

が
共
存
し
て
い
る
、
す
ご
く
ミ
ッ

ク
ス
さ
れ
た
町
、
と
い
う
印
象
で

す
ね
。
ラ
ブ
ホ
は
基
本
、
お
客
さ

ん
と
従
業
員
は
な
る
べ
く
顔
を
合

わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す

が
、
こ
こ
は
そ
う
で
も
な
い
し
、

常
連
の
お
客
さ
ん
か
ら
ラ
ブ
ホ
の

従
業
員
に
声
を
か
け
て
く
る
な
ん

て
こ
と
が
起
き
る
の
は
こ
の
街
く

ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
は
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

M
：
貴
重
な
お
話
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

通
天
閣
の
す
ぐ
近
く
で
老
舗
ラ
ブ
ホ『
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
』を
経
営
す
る

徳
原
勝
敦
さ
ん
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

●タワーサイドホテル
大阪市浪速区恵美須東1-2-7
TEL : 06-6649-1919
URL: h t tps : / / towers ide -sh inseka i . j p

「いくナビ見た！」で￥500OFF詳しくはフロントまで！
※2020年10月末迄

と
く
は
ら 

　
ま
さ
の
ぶ

残された人生を自分らしく謳歌する…

　アメリカのコメディドラマシリーズ「グ
レイス＆フランキー」はNet f l i xオリジナル
作品として201 5年より放送されついこの
間2020年１月に最新シーズンが公開されま
した。Netf l i xでは最長のシリーズになって
います。このドラマのストーリーは家族ぐ
るみで仲の良かったグレイス（アカデミー
賞女優ジェーン・フォンダ）とフランキー
（ベルリン国際映画祭女優賞受賞のリ
リー・トムリン）。しかし互いの夫である
ロバート（チャーリー・シーンの父、マー
ティー・シーン）とソル（ゴールデング
ローブ賞受賞のサム・ウォーターストン）
が20年前から不倫をしていると告白する。
2人は離婚して同性婚したいと言い始め、
グレイスとフランキーの生活は一変してい
く…というもの。
　物語の中で主役4人は70代。ロバートとソ
ルが70歳を過ぎてから離婚しゲイとして結
婚し生活を作っていくという決断をする姿も
見どころですが、（語弊があるかもしれません
が）同性愛者が加害者的立ち位置で描かれる

のは新鮮でありつつ、そんな印象を払拭しな
がら家族の在り方、老い先短い人生をどう生
きるかをコメディタッチで描く様は見ていて
胸を打つものがあります。
　さらにこの作品にはカミングアウトや差
別といったテーマに加えて、高齢者の性生
活、尊厳死、薬物依存からの回復、代理出
産、といったテーマも盛り込まれており、同
性愛者の親や子との繋がりだけでない濃厚な
ストーリー展開が詰め込まれ、見始めたら
「やめられない、止まらない」に陥ってしま
うでしょう。
　正直、私はアメリカという国にとても憧
れがあり常に世界のリーダーとしてのアメ
リカ像というものに幻想に近いものを抱い
ておりました。
　しかしながら、昨今の新型コロナウイル
スの対応や人権問題、そしてトランプ大統
領の発言などを見るに、幻想は崩れていき
ました。自由の国アメリカと謳われアメリカ
ンドリームが華々しく見えた日々。無いよ
うに見せていた、偽りの平等が露呈し憧れ

た姿はもうありません。
　ですが、この「グレイス＆フランキー」
を制作し全世界へ配信した底力のある国で
もあります。また、ストーンウォール事件
の当事者、ハーヴェイ・ミルクなど旧世代
の代表者たちが見たらどう思うでしょう
か。もしかすれば「グレイス＆フラン
キー」は彼らの果たせなかった夢想の光景
かもしれません。ストーンウォールから半
世紀かけてやっと得たもの、築き上げた願
い、叶えた未来でもあります。
　変えることのできない未来と嘆かず、ど
うせ生きているうちには叶わないからと目
を背けず、かつては夢想の遠い未来のフィ
クションと言われたものが、現実に起こり
うるアメリカの日常としてリアルなタッチ
で描かれています。
　最終シーズンとしての次作は2021年公開
を予定されています、現在のアメリカの情
勢次第で延期とも…言われていますがどん
な展開になるか楽しみです。

作家プロフィール ◉ TORU

文◉白髪の丸太

ミナミにあるゲイバー「ぽかぽか屋」(ht t p s : / /pokapokay a . bu s i n e s s . s i t e )を営んでおります。
今年18年目を迎え、節目でもある20周年が見えてきました。有り難いです。
イラストレーターとしても色々描かせてもらっています！
情報番組「ミント！」「＋MUSIC」「せやねん！」(MBS)番組内イラスト等
Twitter ID：@tonkun2

ロイヤル●

タワーサイド
ホテル

天
王
寺
動
物
園

新世界国際劇場●

N

進化し続けるアメリカから届いた中高年世代にじんわり響くドラマ！
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海外男街通信Manila

HIV予防対策
マニラでのNGO体験より

行政や民間団体（スポンサー）を
含めたミーティング

ゲイバーでのモデルさんとのコラボによる
HIV啓発活動（Save sexy）

The red whistleの
コアメンバー

イベント前の準備風景

　
こ
ん
に
ち
は
。
現
在
、
長
崎
で

公
衆
衛
生
に
つ
い
て
勉
強
中
の
不

動
と
申
し
ま
す
。
前
回
は
、
マ
ラ

ウ
イ
で
の
H
I
V
対
策
に
つ
い
て

こ
の
南
界
堂
通
信
で
体
験
談
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
今
回
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首

都
、
マ
ニ
ラ
で
経
験
し
た
H
I
V

対
策
活
動
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

皆
さ
ん
の
中
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

近
年
の
急
速
な
経
済
発
展
に
よ
り

マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

や
モ
ー
ル
が
立
ち
並
び
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
九
〇
％
に

も
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
華
や

か
な
開
発
の
一
方
で
、
公
害
問
題

や
貧
富
の
差
が
拡
大
し
て
お
り
、

ス
ラ
ム
や
農
村
部
で
は
、
今
も
感

染
症
や
貧
困
対
策
は
大
き
な
課
題

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
現
在
緊
急
的
に

対
策
を
要
す
る
課
題
の
一
つ
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
が

「
H
I
V
新
規
感
染
者
の
増

加
」
で
す
。
二
〇
一
八
年
の
新

規
感
染
者
数
は
一
三
〇
〇
〇
人

と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
数

は
十
年
前
と
比
較
し
て
約
六
倍

増
加
、
そ
し
て
今
ま
で
の
感

染
報
告
件
数
の
う
ち
、
M
e
n 

w
h
o 

h
a
v
e 

s
e
x 

w
i
t
h 

m
e
n（
M
S
M
）間
で
の
性
行
為

に
よ
る
感
染
が
、
七
〇
％
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

を
受
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
で

も
対
策
は
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
効
果
が
十
分
出
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
多
く
、
そ
の

観
点
か
ら
同
性
愛
は
「
違
法
行

為
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
M
S
M

の
方
に
届
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
増
え
続
け
る
M
S
M

間
で
の
H
I
V
感
染
と
、
政
策

の
立
ち
遅
れ
と
い
う
状
況
か

ら
、「
自
分
た
ち
で
仲
間
を
守
っ

て
い
こ
う
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
人
々
が
自
分
た
ち
で
N
G
O

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
団

体
が
、
今
回
私
が
マ
ニ
ラ
で
お

世
話
に
な
っ
た
「
T
h
e 

r
e
d 

w
h
i
s
t
l
e（
T
R
W
）」
と
い

う
N
G
O
で
す
。
メ
ン
バ
ー
全

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
仕
事
を
掛
け
持
ち

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
政
府
や
医
療
機

関
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
の
信
頼
は
厚
く
、
二
〇
十
一

年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま

で
、
マ
ニ
ラ
を
中
心
に
活
動
展
開

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

 

T
R
W
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
特
に
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
、
そ
の
中
の
一
つ
に
彼
ら
の

「
美
意
識
の
高
さ
」
が
あ
り
ま

す
。
外
出
時
の
日
焼
け
止
め
は

も
ち
ろ
ん
欠
か
さ
ず
、
爪
も
手

入
れ
が
行
き
届
き
、
服
装
も
い
つ

も
お
洒
落
で
し
た
。
そ
れ
に
比
べ

て
市
場
で
購
入
し
た
古
着
を
着

て
い
た
私
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
て
恥
ず
か
し
く
感
じ
る
日
々

で
し
た
。
更
に
、
T
R
W
メ
ン

バ
ー
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
に
存
在
し
て
い
る
こ
の
「
美
意

識
の
高
さ
」
は
、
活
動
に
も
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、
T
R
W
の
サ
イ
ト
で
は

「
S
a
v
e 

s
e
x
y
」
と
ロ
ゴ

の
入
っ
た
シ
ャ
ツ
を
着
た
モ
デ

ル
さ
ん
が
「
S
e
x
y
と
は
何

か
？
そ
れ
は
、
自
分
自
身
を

知
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
語

り
口
か
ら
、
H
I
V
検
査
の
大

切
さ
を
訴
え
た
り
と
、
イ
メ
ー

ジ
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
や
、
そ
し
て
設
立
当
初
か

ら
一
貫
し
て
い
る
H
I
V
予
防

対
策
へ
の
活
動
指
針
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
、
T
R
W
の
活
動
を
持
続
さ

せ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
で
H
I
V
の

状
況
や
対
策
は
大
き
く
異
な
り

ま
す
が
、
や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い

う
姿
が
、
と
て
も
重
要
か
つ
自

然
な
姿
で
は
な
い
か
、
と
感
じ

ま
し
た
。

文◉鬼塚哲郎
山岸先生、大島先生ともに、まだ「やお
い」とかBLといった言葉もなかった時代
に、ゲイを主人公に据えた作品を発表
しておられます（ワタクシが大学生の頃
です）。 近年のBLブームにのって量産さ
れる作品群を垣間見るたびに、両先生
の到達した高みに目のくらむ思いを感
じるのはワタクシだけでしょうか？

少
女
漫
画
の
フ
リ
を
し
つ
つ

当
事
者
の
現
実
を
深
掘
り
す
る
孤
高
の
作
家

大島弓子
（漫画家／1947～）

　
前
回
は
山
岸
凉
子
を
取
り
上
げ

ま
し
た
か
ら
、
次
は
こ
の
人
で
す

わ
ね
。
大
島
先
生
。
取
り
上
げ
る

の
は
『
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
の
プ

デ
ィ
ン
グ
』
。
長
さ
か
ら
言
っ
て

も
内
容
の
濃
さ
か
ら
言
っ
て
も
代

表
作
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
い

が
い
の
大
島
作
品
は
せ
い
ぜ
い
五

十
頁
く
ら
い
の
短
編
な
の
で
す

が
、
こ
の
作
品
は
二
百
頁
に
及
ぶ

大
作
。
と
い
っ
て
も
山
岸
先
生
の

『
日
出
処
の
天
子
』
は
ざ
っ
と
二

千
頁
で
す
か
ら
ね
ぇ
。

　
主
人
公
は
三
浦
衣
良
と
い
う

女
子
高
生
。
転
校
し
て
き
た
ク

ラ
ス
で
幼
馴
染
の
御
茶
屋
さ
え

子
と
再
会
。
話
す
う
ち
に
さ
え

子
は
衣
良
が
昔
と
ち
っ
と
も

変
っ
て
お
ら
ず
、
子
供
の
ま
ま

の
純
真
無
垢
な
心
を
持
ち
続
け

て
い
る
こ
と
、
今
で
も
夜
中
に

ト
イ
レ
に
ひ
と
り
で
行
け
ず
、

姉
に
付
き
添
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
の
姉
が
あ
す
結
婚

す
る
こ
と
、
両
親
は
衣
良
を
精

神
鑑
定
に
か
け
、
異
常
と
出
れ

ば
施
設
に
送
り
込
も
う
と
し
て

い
る
こ
と
、
自
分
の
生
き
る
意

味
は
「
世
間
に
う
し
ろ
め
た
さ

を
感
じ
て
い
る
男
色
家
の
隠
れ

蓑
と
な
り
、
そ
の
男
色
家
が
社

会
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
妻
と
し
て
支
え
る
こ
と
」
だ

と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

衣
良
が
精
神
崩
壊
の
危
機
に
あ

る
こ
と
を
察
知
し
た
さ
え
子

は
、
早
速
行
動
を
開
始
す
る
…

こ
う
書
く
と
、
こ
の
話
は
さ
え

子
に
よ
る
衣
良
の
救
済
劇
と
読

め
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
し
て
実

際
そ
う
い
う
ふ
う
に
物
語
は
展

開
し
て
い
く
の
だ
け
れ
ど
、
大

島
先
生
、
そ
う
し
た
物
語
の
枠

組
み
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
ブ
チ

こ
ん
で
い
く
。

　
さ
え
子
の
計
画
に
、
さ
え
子
の

兄
で
女
色
家
の
峠
、
さ
え
子
が
想

い
を
寄
せ
る
「
世
間
に
う
し
ろ
め

た
さ
を
微
塵
も
感
じ
て
い
な
い
男

色
家
」
の
奥
上
大
地
、
奥
上
の
恋

人
で
「
世
間
に
う
し
ろ
め
た
さ
を

大
い
に
感
じ
て
い
る
男
色
家
」
の

新
潟
教
授
が
か
ら
み
、
錯
綜
し
た

五
角
関
係
が
出
来
。
こ
の
五
つ
の

惑
星
に
、
衣
良
の
両
親
、
衣
良
の

姉
の
沙
良
、
教
授
の
家
を
切
り
盛

り
す
る
上
品
な
家
政
婦
さ
ん
、
教

授
の
教
え
子
で
さ
え
子
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
役
を
務
め
る
若
者
、
が
ま

る
で
衛
星
の
よ
う
に
か
ら
み
、
そ

の
衛
星
た
ち
に
突
き
動
か
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
惑
星
た
ち
は
行
動
を

起
こ
し
、
ま
る
で
玉
突
き
の
よ
う

に
互
い
の
反
応
を
呼
び
覚
ま
し
、

い
っ
た
ん
は
破
局
を
迎
え
る
か
に

見
え
た
と
こ
ろ
で
…

　
主
人
公
の
衣
良
は
、
今
だ
っ

た
ら
自
閉
〇
〇
〇
な
ど
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
存
在
だ

ろ
う
。
そ
う
し
た
レ
ッ
テ
ル
の

裏
に
あ
る
、
そ
の
人
に
し
か
生

き
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
て
つ

も
な
く
豊
か
で
深
い
、
夢
と
現

実
の
世
界
を
大
島
先
生
は
私
た

ち
の
目
の
前
に
差
し
出
す
。

　
他
の
作
品
は
ど
う
か
。
世
間
か

ら
は
「
重
度
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

を
患
い
、
飛
び
降
り
自
殺
し
た
老

人
」
と
い
う
あ
り
が
た
く
な
い

レ
ッ
テ
ル
を
頂
戴
す
る
で
あ
ろ
う

主
人
公
は
、
若
い
家
政
婦
に
だ
け

自
分
の
幸
せ
な
姿
を
開
示
す
る

（
『
金
髪
の
草
原
』
）
。
不
慮
の

事
故
で
亡
く
な
っ
た
、
世
間
的
に

は
「
可
哀
そ
う
な
」
不
慮
の
事
故

で
命
を
落
と
し
た
二
人
の
男
女
の

霊
が
出
会
い
、
女
性
の
遺
体
が
火

葬
に
付
さ
れ
る
直
前
、
女
性
の
身

体
に
入
っ
て
蘇
生
さ
せ
る
（
『
四

月
怪
談
』
）
。
階
段
か
ら
落
ち
て

流
産
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
精

神
を
病
ん
だ
妻
に
、
夫
は
最
後
ま

で
寄
り
添
お
う
と
決
心
す
る

（
『
ダ
リ
ア
の
帯
』
）
。
『
パ
ス

カ
ル
の
群
れ
』
『
七
月
七
日
に
』

『
つ
る
ば
ら
つ
る
ば
ら
』
な
ど
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
登
場
す
る

物
語
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

ど
れ
も
当
事
者
個
人
に
し
か
身
に

ま
と
え
な
い
現
実
を
ま
と
っ
て
登

場
す
る
。

　
山
岸
先
生
が
長
大
な
ス
ケ
ー

ル
で
若
者
の
葛
藤
と
自
立
を
描

き
出
し
た
の
に
対
し
、
大
島
先

生
は
短
い
挿
話
の
な
か
で
、
危

機
に
直
面
し
た
と
き
人
は
ど
う

行
動
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
い

を
読
者
に
投
げ
か
け
る
。
三
浦

衣
良
の
身
の
上
話
を
聞
い
た
御

茶
屋
さ
え
子
は
危
機
回
避
に
向

け
て
奔
走
す
る
。
『
ダ
リ
ア
の

帯
』
の
夫
は
、
妻
の
、
世
間
的

に
は
「
精
神
の
病
い
」
と
名
指

さ
れ
る
行
為
が
森
羅
万
象
と
の

対
話
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

受
け
入
れ
る
。
彼
ら
は
「
人
の

道
」
に
目
覚
め
る
の
だ
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
、
大
島
先

生
の
作
品
は
『
聖
書
』
や
『
論

語
』
や
数
々
の
神
話
に
あ
ら
わ

れ
る
説
話
、
寓
話
に
近
い
。
人

の
倫
理
を
問
う
物
語
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
倫

理
の
物
語
が
、
こ
の
上
な
く
美

し
い
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
繊
細
な

筆
致
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
な
か

で
も
、
大
き
く
見
開
か
れ
た
目

の
描
き
方
は
特
筆
に
値
す
る
だ

ろ
う
。
大
島
先
生
の
描
く
目

は
、
そ
の
人
物
の
心
の
窓
で
あ

り
、
そ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な

精
神
状
態
に
あ
る
か
を
如
実
に

示
す
。
読
者
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の

目
を
通
し
て
感
情
移
入
す
る
こ

と
に
な
る
の
だ
。

偉人伝
知られざ

る

文 ◉ 不動 茜
社会人学生だといきご
んで長崎に来てから、
はや2年…今ではすっか
り長崎の街に魅了され
ています。そんなこん
なでこのまま長崎移住
計画も検討中です！人生
、何が起こるか分から
ないのがいいですね

み
う
ら
　
　
い
ら

さ
ら

し
ゅ
っ
た
い

と
う
げ

お
う
が
み
だ
い
ち
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